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圃 持署整F太霞彙卓繁昴顧F,麟 零急 |

療用のエ ックス線やガ ンマ線、電子 レン |

ジのマイクロ波、赤外線、テ レビ・ ラiジ
:

オの電波などを含む。波長の違いにより |

作用が異なる。エ ックス線などは波長が |

短 くて周波数(l秒間に繰 り返す波の数 )|
が高 く、エネルギーが強い。送配電線な |

どから出る超低周波や携帯電話の高周波 |

は、長期的な健康影響が議論されている。

No. 69

小学校に隣接する変電所。右に稲妻マークが見える

(オランダ 。アムステルダムで、高倉正樹撮影 )

□

電
磁
波
と
小
児
白
血
病
と‐
の

関
係
は
７９
年
、
発
症
率
が
高
ま

る
可
能
性
を
示
し
た
米
の
疫
学

調
査
を
き

つ
か
け
に
注
目
さ
れ

始
め
た
一
一一
■

‐７
３
０
症
例
を

集
め
た
最
大
規
模
の
調
査

（英

国
、

９９
年
）
で
は
、，一
「
電
磁
波

０

・
４
μ
Ｔ
以
上
で
１

・
６

倍
」と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
昨
年
１０

月
、

「１５
歳
以
下
の
子
ど
も
が

長
時
間
過
ご
す
学
校
や
保
育
園

で
０

●
４
μ
Ｔ
以
上
の
電
磁
波

が
生
じ
る
状

‥況
は
極
功
避

・‥
け
る
一

べ
き
だ
」
と
地
方
自
治
体
や
電

力
会
社
に
勧
生
中
し
た
。
ア
ム
ス
‐

テ
ル
ダ
ム
の
小
学
校
は
、
勧
告

に
基
づ
き
自
治
体
が
対
応
し
た

「第

一一号
」
ど
な
っ
た
。
　

―‐‐

し
か
し
、
健
康
影
響
の
有
無

は
は
っ
き
り
し
な
い
。
動
物
実

験
や
細
胞
実
験
で
は
発
が
ん
が

裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
う
え
、

疫
学
調
査
の
結
果
に
疑
間
を
投

げ
か
け
る
研
究
者
も
い
る
。
一■

世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
９６
年
、

「国
際
電
磁
界
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
日
本
を
含
む
６０
か
国
の
研

究
者
が
参
加
。
送
電
線
や
家
電

製
品
が
発
す
る
超
低
周
波
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
対
策
な
ど
一

を
盛
り
込
ん
だ

「環
境
保
健
基

準
」
を
来
春
ま
と
め
る
。

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
ヽ
イ
タ

リ
ア
な
ど
は

一
足
先
に
独
自
の

規
制
を
導
入
し
た
。
多
く
の
国

は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
動
向
を
注
目
し

て
い
る
。

丼

安
全
な
の
か
。
危
険
な
の
か
。

身
の
回
り
の
電
磁
波
の
健
康
影

響
を
め
ぐ
り
、
国
内
外
の
動
き

を
追
っ
た
。
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赤
レ
ン
ガ
の
２
階
建
て
校
舎

か
ら
、
児
童
た
ち
が
勢
い
よ
く

飛
び
出
し
て
き
た
。
午
後
０
時

半
。
迎
え
に
き
た
母
親
に
抱
き

つ
い
た
り
、
友
達
と
じ
ゃ
れ
合

っ
た
り
、
に
ぎ
や
か
な
声
が
響

く
。
運
河
が
縦
横
に
走
る
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
部
に
あ
る

ク
レ
イ
ヌ

・
レ
ー
ウ
ス
小
学

校
。
い
つ
も
の
下
校
風
景
が
戻

っ
た
の
は
、半
年
前
の
こ
と
だ
ｏ

す
べ
て
は
学
校
の
裏
手
に
住

む
母
親
が
抱
い
た
、

「
隣
の
変
電
所
は
安

全
な
の
か
し
ら
」
と

い
う
疑
間
に
始
ま

っ

た
。変

電
所
は
ヽ
２
８

９
人
の
金
校
児
童
が
毎
日
通
る

玄
関
の
す
ぐ
東
隣
に
あ
る
。
小

３
の
長
男
と
小
２
の
長
女
を
学

校
に
通
わ
せ
る
母
親
は
見
に
相

談
し
、
電
磁
波
問
題
に
取
り
組

む
市
民
団
体
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

に
た
ど
り
着
い
た
。
ス
ウ

ェ
ー

オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
時
″疎
欄
¨

デ
ン
の
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所

に
よ
る
１
９
９
２
年
の
報
告
を

見
つ
け
た
。

「
送
電
線
か
ら
の

電
磁
波
が
０

・
３
．

μ
Ｔ

（
マ
イ

ク
ロ
ニ
ア
ス
ラ
）
以
上
の
場
所

で
は
小
児
自
血
病
の
発
症
率
が

■

・
８
倍
に
高
ま
る
」と
い
う
。

周
囲
の
保
護
者
と
と
も
に
、

昨
年
９
月
、
学
校
側
に
相
談
。

こ
れ
を
受
け
、
ア
ニ
ヤ

一
ホ
ー

セ
ン
ス
教
頭
（４３
）は
ヽ
校
内
の

電
磁
波
の
測
定
を
専
門
業
者
に

依
頼
し
た
。

す
る
と
、
変
電
所
に
最
も
近

い
２
階
の
教
室
で
０

・
４
μ

Ｔ
、
玄
関
脇
の
遊
具
付
近
で
は

―

・
６
μ
Ｔ
が
計
測
さ
れ
た
。

学
校
は
翌
１０
月
、
変
電
所
寄
り

の
教
室
な
ど
２
部
屋
を
使

っ
て

い
た
４
年
生
な
ど
の
児
童
を
１

５
０
研
離
れ
た
別
棟
の
校
舎
に

移
し
た
。
遊
具
も
撤
去
さ
れ
た
。

「
親
の
不
安
を
深
刻
に
受
け

止
め
、
緊
急
避
難
的
に
対
処
し

た
」
と
ホ
ー
セ
ン
ス
教
頭
は
説

明
す
る
。
４
年
生
の
長
男
を
持

つ
父
ピ
ム

・
ボ
ウ

マ
ン
さ
ん

（４０
）も
、

「た
と
え
小
さ
な
リ

ス
ク
で
も
可
能
な
限
り
避
け
た

い
、
と
い
う
の
が
子
を
持
つ
親
一

の
率
直
な
願
い
だ
」
と
話
す
。

そ
の
後
も
保
護
者
側
は
学
校

や
市
、
電
力
会
社
と
協
議
を
重

ね
、
施
設
に
遮
へ
い
設
備
を
導

入
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
工

事
は
今
年
５
月
に
終
了
。
２
階

の
教
室
内
で
０

・
２
μ
Ｔ
に
半

減
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
児
童

ら
は
７
か
月
ぶ
り
に
元
の
校
舎

に
戻

っ
た
。
７
万
腎

（約
９
９

０
万
円
）
の
工
事
費
は
市
が
全

額
負
担
し
た
。


